　＝保育者人生３７年を振返って＝
「おかん、
しっかり子育てしてきたぞ！！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は何も変わってないと思っているのに、月日の経つのは早いものですね。
　３７年前、“子どもが大好き”“歌が大好き”“本を読むのが大好き”な私は、南保育園に勤務を命ぜられ、大好きな保育者という仕事に就く事ができました。毎日、保育園で子ども達に会えることが楽しくて仕方がありませんでした。あの当時人気のあったアニメ「巨人の星」のテーマソングを、一生懸命練習をして子どもの前で弾いた時、大合唱になった場面を今でも覚えています。勤務したばかりの１年目、３歳児４２人（それも、１０月～３月生まれの子）を、２３歳の先輩と２０歳の私とで担任していました。先輩が休むと１年目の私が一人でクラスを見ていました。あの当時は、それが普通だったのです。２年目は、４歳児４０人を一人で担任しました。発表会も、全部一人で・・・・。今でも、この発表会の内容を覚えています。一人ぼっちの寂しがりやのうさぎさんが友達探しに出かけ、様々な事件と遭遇する話しです。ストーリーも効果音も自分で創作し、台詞も子どもと一緒に考えました。不思議なことですが、３７年前のことが、まだこの間の出来事のような気がします。
　そんな私も23歳の時、大好きだった彼と結婚し、2年目に息子を授かりました。とても幸せでした。この幸せがいつまでもずっと永遠に続くものと思っていた私。ところが、思わぬ出来事が突然やって来たのです。「幸せ」という言葉があっという間に崩れていく現実を知ることになりました。29歳、元気いっぱい私のお腹の中で動いていた第2子の娘は、生まれてすぐ口唇の周りにチアノーゼが見られ「大血管転位症」という聞いたこともない病名を告げられ、1歳になったら手術をすることになりました。お腹にいる時に私が、風疹に感染したことが原因で、先天性の心臓病をもって生まれた娘でした。ところが1歳を待つことなく、生後7ヶ月目に肺炎で亡くなりました。前日まで、にこにこ笑って私の腕に抱かれていたのに・・・・。人生ひとつ何か歯車が狂い始めると、今までの生活から自分が予測もしない方向へとどんどん流されていく現実を目の当たりにしました。7ヶ月の間、病院で娘の看護に当たっていた私がその事態に気づいた時、主人との間には、埋められない溝ができていました。悩む私を助けてくれたのが、息子の言葉でした。「お母さん、だいじょうぶだよ。」どんな時も、笑って助けてくれた息子でした。「保育園の先生をしているお母さんが大好き。」という息子の励ましのエールを聞きながら、大好きな仕事を続けてきました。私が、子育ての中で息子に教えたことは、２つだけ。ひとつは、「友達を大切にし、友達を傷つけるような言葉は言わないこと。」ふたつ目は「何でも、自分で責任をもって決め、人のせいにしないこと」。仕事中心で動いていた私は、他のお母さんのように塾の送り迎えもしたことがないし、高校受験発表も息子一人が見に行き（でも、内緒でそっと見に行きましたが）、大学のアパート探しも一人で行って決めて来ました。就職も、そして結婚も・・・。小学校の時、友達と遊んでいて、校舎の硝子を割ったことがありました。叱られると思ってか、正直に言わない息子を、「やったことは、男らしく謝りなさい。」と、きつく叱りつけたことを覚えています。私の両親と同居していましたので、私が厳しく接する分、祖父母は息子にとても優しくしてくれました。祖父は、息子の成人式を待ち望み、「成人式の背広は、おじいちゃんが買ってやるからな。」が口癖でした。1月15日、息子の成人式を待つかのように、73歳で他界してしまいましたが、今も健在の79歳の祖母には、とても優しい息子です。老人を汚いものでも見るような扱いをする若者が多い中、背中が丸くなった祖母の手を引いて歩いたり、根気良く会話を交わしたりする息子の姿に温かい心を感じ、忙しい忙しいと言いながら子育てをしてきましたが、まんざら子育て間違ってはいなかったかな？と自分で満足している私です。
「おかんは、厳しかったけど、しっかり子育てしてきたぞ！！」

息子よ！！ありがとう。誰に言われるより貴男の言葉が嬉しい母です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image1.wmf]
　

- 17 -

